
(57)【要約】

【課題】超音波探触子の移動速度が違ったり、被検体や

撮影部位が違っても、適正な走査面間隔で造影剤増強画

像の３次元データを取り込む。

【解決手段】一つの走査面から得られた受信データを基

に画像を生成する画像生成部３と、画像と画像の相関値

を算出する相関値算出部６Ｃと、造影剤を破壊してしま

わない程度の低ＭＩ値で走査することを初回の画像と今

回の画像の相関値が閾値より小さくなるまで繰り返す低

ＭＩ値走査制御部６Ｌと、相関値が閾値より小さくなっ

たら造影剤を破壊してしまう程度の高ＭＩ値で画像を１

枚撮影すると共に低ＭＩ値走査制御部６Ｌに制御を戻す

高ＭＩ値走査制御部６Ｈとを具備する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 被 検 体 内 を 面 的 に 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る
送 受 信 手 段 と 、 一 つ の 走 査 面 か ら 得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基 に 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段
と 、 画 像 と 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 相 関 値 算 出 手 段 と 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度
の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る
ま で 繰 り 返 す 監 視 走 査 制 御 手 段 と 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な っ た ら 造 影 剤 を 破 壊 し て し
ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を １ 枚 撮 影 す る と 共 に 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す
撮 影 走 査 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 で 撮 影 す る 時 間 間 隔 を
取 得 す る 撮 影 走 査 時 間 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 時 間 間
隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う
程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 時 間 間 隔 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御
手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と
を 前 記 時 間 間 隔 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 で 撮 影 す る 時 間 間 隔 を
取 得 す る 撮 影 走 査 時 間 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 時 間 間
隔 を Ｎ （ ≧ ２ ） 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し
て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 時 間 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値
で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御
手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と
を 前 記 時 間 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に
制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 位 置 を 検 出 す る 超 音 波 探 触 子 位 置 検 出 手 段 と 、 前 記
超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 被 検 体 内 を 面 的 に 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 繰 り 返 す 送 受 信
手 段 と 、 一 つ の 走 査 面 か ら 得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基 に 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と 、 画
像 と 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 相 関 値 算 出 手 段 と 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音
波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る ま で 繰
り 返 す 監 視 走 査 制 御 手 段 と 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な っ た ら 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程
度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を １ 枚 撮 影 す る と 共 に 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す 撮 影 走
査 制 御 手 段 と 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 で 撮 影 す る 走 査 面 間 隔 を 前 記 超 音 波 探 触 子 位 置 検 出
手 段 に よ り 取 得 す る 撮 影 走 査 面 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は
、 走 査 面 間 隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず 、 造 影 剤 を 破 壊
し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 で 行 う こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御
手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と
を 前 記 走 査 面 間 隔 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
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超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 位 置 を 検 出 す る 超 音 波 探 触 子 位 置 検 出 手 段 と 、 前 記
超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 被 検 体 内 を 面 的 に 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 繰 り 返 す 送 受 信
手 段 と 、 一 つ の 走 査 面 か ら 得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基 に 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と 、 画
像 と 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 相 関 値 算 出 手 段 と 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音
波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る ま で 繰
り 返 す 監 視 走 査 制 御 手 段 と 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な っ た ら 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程
度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を １ 枚 撮 影 す る と 共 に 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す 撮 影 走
査 制 御 手 段 と 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 で 撮 影 す る 走 査 面 間 隔 を 前 記 超 音 波 探 触 子 位 置 検 出
手 段 に よ り 取 得 す る 撮 影 走 査 面 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は
、 走 査 面 間 隔 を Ｎ （ ≧ ２ ） 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず 、 造 影
剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 の 平 均 値
ま た は 最 大 値 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御
手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と
を 前 記 走 査 面 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段
に 制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を
走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 定 速 で 移 動 す る 超 音 波 探 触 子 移 動 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
【 請 求 項 １ １ 】
２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 ２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 被 検 体 内 を 面 的
に 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 し 次 い で 前 回 の 走 査 面 か ら 所 定 間 隔 離 れ て 隣 接 す る 走 査 面 を 走 査 す
る こ と を 次 々 に 繰 り 返 す 送 受 信 手 段 と 、 一 つ の 走 査 面 か ら 得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基 に 画 像
を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と 、 画 像 と 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 相 関 値 算 出 手 段 と 、 造 影 剤 を
破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関
値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る ま で 繰 り 返 す 監 視 走 査 制 御 手 段 と 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な っ
た ら 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を １ 枚 撮 影 す る と 共 に 前 記 監 視 走
査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す 撮 影 走 査 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置
。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 で 撮 影 す る 走 査 面 間
隔 を 取 得 す る 撮 影 走 査 面 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 走 査
面 間 隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し
ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 で 行 う こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 前 記 監 視 走 査 制
御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ
と を 前 記 走 査 面 間 隔 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す こ と を
特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 で 撮 影 す る 走 査 面 間
隔 を 取 得 す る 撮 影 走 査 面 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 走 査
面 間 隔 を Ｎ （ ≧ ２ ） 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず 、 造 影 剤 を 破
壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 の 平 均 値 ま た は
最 大 値 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 前 記 監 視 走 査 制
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御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ
と を 前 記 走 査 面 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手
段 に 制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 監 視 走 査 制 御
手 段 お よ び 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断
装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 監 視 走 査 制 御
手 段 は Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は Ｃ Ｆ Ｍ ， Ｐ Ｄ Ｉ ， ハ ー モ ニ ッ ク ・
イ メ ー ジ ン グ ま た は 造 影 剤 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 走 査 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で 造 影 剤 増 強 画 像
の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が 出 来 る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る
こ と と 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 交 互 に 行 っ て 造 影 剤
増 強 画 像 を 撮 影 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
ま た 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 探 触 子 を 走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 操 作 者 が 移 動
さ せ な が ら 連 続 的 に 隣 接 す る 走 査 面 で 画 像 を 得 る こ と に よ り ３ 次 元 デ ー タ を 得 て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
ま た 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 ３ 次 元 デ ー タ を 得 る 際 に 超 音 波 探 触 子 の 位 置 を 検 出 す
る セ ン サ を 利 用 す る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ４ ５ ３ ６ ０ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ５ ３ ４ ８ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ２ ２ ６ ８ 号 公 報 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 技 術 を 組 み 合 わ せ れ ば 、 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が 出 来
る 。
と こ ろ で 、 造 影 剤 補 強 画 像 を 撮 影 す る 際 の 超 音 波 ビ ー ム は 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 に
な る た め 、 ３ 次 元 デ ー タ を 得 る 際 に 隣 接 す る 走 査 面 間 隔 が 近 す ぎ る と 、 前 回 の 走 査 で 今 回
の 走 査 面 の 造 影 剤 ま で 破 壊 さ れ て し ま う こ と に な り 、 良 好 な 造 影 剤 補 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー
タ が 得 ら れ な い 。 一 方 、 ３ 次 元 デ ー タ を 得 る 際 に 隣 接 す る 走 査 面 間 隔 が 遠 い と 、 前 回 の 走
査 で 今 回 の 走 査 面 の 造 影 剤 ま で 破 壊 さ れ て し ま う こ と は な く な る が 、 走 査 面 に 直 交 す る 方
向 の ３ 次 元 デ ー タ 密 度 が 不 十 分 に な っ て し ま う 。
し か し 、 上 記 従 来 の 技 術 で は 、 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む 際 の 走 査 面 間 隔
を 適 正 に す る こ と は 難 し い 問 題 点 が あ っ た 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む
こ と が 出 来 る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-159722 A 2004.6.10



第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 被 検 体 内 を 面
的 に 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 送 受 信 手 段 と 、 一 つ の 走 査 面 か ら 得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基 に
画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と 、 画 像 と 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 相 関 値 算 出 手 段 と 、 造 影
剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の
相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る ま で 繰 り 返 す 監 視 走 査 制 御 手 段 と 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く
な っ た ら 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を １ 枚 撮 影 す る と 共 に 前 記 監
視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す 撮 影 走 査 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 す る 。
上 記 構 成 に お い て 「 初 回 の 画 像 」 と は 、 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 が 渡 さ れ て 最 初 に 得 た 画
像 で あ る 。 つ ま り 、 撮 影 走 査 制 御 手 段 か ら 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 が 戻 さ れ た 場 合 は 、 そ
の 後 、 最 初 に 得 た 画 像 で あ る 。
上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 操 作 者 が や や 低 速 で
超 音 波 探 触 子 を 移 動 さ せ る と 、 初 回 の 走 査 面 か ら の 間 隔 が 近 す ぎ る 間 は 、 画 像 間 の 相 関 値
が 閾 値 よ り 大 き い た め 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。 こ
の た め 、 造 影 剤 が 破 壊 さ れ て し ま う こ と が な い 。 初 回 の 走 査 面 か ら の 間 隔 が 適 正 な 距 離 ま
で 離 れ る と 、 画 像 間 の 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る た め 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の
超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 の 移 動 速 度 が 違 っ た り 、 被 検 体 や 撮
影 部 位 が 違 っ て も 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が
出 来 る 。
な お 、 閾 値 を 変 更 す る こ と に よ り 、 走 査 面 間 隔 （ す な わ ち 、 走 査 面 に 直 交 す る 方 向 の ３ 次
元 デ ー タ 密 度 ） を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段
で 撮 影 す る 時 間 間 隔 を 取 得 す る 撮 影 走 査 時 間 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影 走
査 制 御 手 段 は 、 時 間 間 隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず 、 造
影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 時 間 間 隔 で 行 う こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 時 間 間 隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 造 影 剤 を 破 壊
し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 撮 影 せ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ
ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 取 得 し た 時 間 間 隔 で 行 う た め 、 相 関 値 の 演 算 を 常 時 行 わ な い
で 済 み 、 処 理 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段
は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 時 間 間 隔 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に
制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 画 像 を 撮 影 す る こ と を Ｍ 回 行 っ た 後 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 撮 影 し て 相 関 値 の 演 算 を 行 う 処 理 に 戻 る た め 、 ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む 途 中 で 時 間 間 隔
を 適 正 に 補 正 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段
で 撮 影 す る 時 間 間 隔 を 取 得 す る 撮 影 走 査 時 間 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影 走
査 制 御 手 段 は 、 時 間 間 隔 を Ｎ （ ≧ ２ ） 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻
さ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 時 間 間 隔
の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 時 間 間 隔 を Ｎ 回 取 得 し た 後 は 、 造 影 剤 を 破 壊
し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 撮 影 せ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ
ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 取 得 し た 時 間 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で 行 う た め 、 相 関 値
の 演 算 を 常 時 行 わ な い で 済 み 、 処 理 が 簡 単 に な る 。 ま た 、 Ｎ 回 取 得 し た 時 間 間 隔 の 平 均 値
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ま た は 最 大 値 を 用 い る た め 、 信 頼 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段
は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 時 間 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前
記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 画 像 を 撮 影 す る こ と を Ｍ 回 行 っ た 後 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 撮 影 し て 相 関 値 の 演 算 を 行 う 処 理 に 戻 る た め 、 ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む 途 中 で 時 間 間 隔
を 適 正 に 補 正 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 位 置 を 検 出 す る 超 音 波
探 触 子 位 置 検 出 手 段 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 被 検 体 内 を 面 的 に 超 音 波 ビ ー ム で 走
査 す る こ と を 繰 り 返 す 送 受 信 手 段 と 、 一 つ の 走 査 面 か ら 得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基 に 画 像 を
生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と 、 画 像 と 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 相 関 値 算 出 手 段 と 、 造 影 剤 を 破
壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値
が 閾 値 よ り 小 さ く な る ま で 繰 り 返 す 監 視 走 査 制 御 手 段 と 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な っ た
ら 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を １ 枚 撮 影 す る と 共 に 前 記 監 視 走 査
制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す 撮 影 走 査 制 御 手 段 と 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 で 撮 影 す る 走 査 面 間 隔
を 前 記 超 音 波 探 触 子 位 置 検 出 手 段 に よ り 取 得 す る 撮 影 走 査 面 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共
に 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 走 査 面 間 隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に
制 御 を 戻 さ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記
走 査 面 間 隔 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 構 成 に お い て 「 初 回 の 画 像 」 と は 、 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 が 渡 さ れ て 最 初 に 得 た 画
像 で あ る 。 つ ま り 、 撮 影 走 査 制 御 手 段 か ら 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 が 戻 さ れ た 場 合 は 、 そ
の 後 、 最 初 に 得 た 画 像 で あ る 。
上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 操 作 者 が や や 低 速 で
超 音 波 探 触 子 を 移 動 さ せ る と 、 初 回 の 走 査 面 か ら の 間 隔 が 近 す ぎ る 間 は 、 画 像 間 の 相 関 値
が 閾 値 よ り 大 き い た め 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。 こ
の た め 、 造 影 剤 が 破 壊 さ れ て し ま う こ と が な い 。 初 回 の 走 査 面 か ら の 間 隔 が 適 正 な 距 離 ま
で 離 れ る と 、 画 像 間 の 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る た め 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の
超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 の 移 動 速 度 が 違 っ た り 、 被 検 体 や 撮
影 部 位 が 違 っ て も 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が
出 来 る 。
そ し て 、 走 査 面 間 隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー
ム で 撮 影 せ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 取 得
し た 走 査 面 間 隔 で 行 う た め 、 相 関 値 の 演 算 を 常 時 行 わ な い で 済 み 、 処 理 が 簡 単 に な る 。
な お 、 閾 値 を 変 更 す る こ と に よ り 、 走 査 面 間 隔 （ す な わ ち 、 走 査 面 に 直 交 す る 方 向 の ３ 次
元 デ ー タ 密 度 ） を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段
は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段
に 制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 画 像 を 撮 影 す る こ と を Ｍ 回 行 っ た 後 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 撮 影 し て 相 関 値 の 演 算 を 行 う 処 理 に 戻 る た め 、 ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む 途 中 で 時 間 間 隔
を 適 正 に 補 正 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 位 置 を 検 出 す る 超 音 波
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探 触 子 位 置 検 出 手 段 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 被 検 体 内 を 面 的 に 超 音 波 ビ ー ム で 走
査 す る こ と を 繰 り 返 す 送 受 信 手 段 と 、 一 つ の 走 査 面 か ら 得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基 に 画 像 を
生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と 、 画 像 と 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 相 関 値 算 出 手 段 と 、 造 影 剤 を 破
壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値
が 閾 値 よ り 小 さ く な る ま で 繰 り 返 す 監 視 走 査 制 御 手 段 と 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な っ た
ら 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を １ 枚 撮 影 す る と 共 に 前 記 監 視 走 査
制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す 撮 影 走 査 制 御 手 段 と 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 で 撮 影 す る 走 査 面 間 隔
を 前 記 超 音 波 探 触 子 位 置 検 出 手 段 に よ り 取 得 す る 撮 影 走 査 面 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共
に 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 走 査 面 間 隔 を Ｎ （ ≧ ２ ） 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制
御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ
と を 前 記 走 査 面 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供
す る 。
上 記 構 成 に お い て 「 初 回 の 画 像 」 と は 、 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 が 渡 さ れ て 最 初 に 得 た 画
像 で あ る 。 つ ま り 、 撮 影 走 査 制 御 手 段 か ら 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 が 戻 さ れ た 場 合 は 、 そ
の 後 、 最 初 に 得 た 画 像 で あ る 。
上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 操 作 者 が や や 低 速 で
超 音 波 探 触 子 を 移 動 さ せ る と 、 初 回 の 走 査 面 か ら の 間 隔 が 近 す ぎ る 間 は 、 画 像 間 の 相 関 値
が 閾 値 よ り 大 き い た め 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。 こ
の た め 、 造 影 剤 が 破 壊 さ れ て し ま う こ と が な い 。 初 回 の 走 査 面 か ら の 間 隔 が 適 正 な 距 離 ま
で 離 れ る と 、 画 像 間 の 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る た め 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の
超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 探 触 子 の 移 動 速 度 が 違 っ た り 、 被 検 体 や 撮
影 部 位 が 違 っ て も 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が
出 来 る 。
そ し て 、 走 査 面 間 隔 を Ｎ 回 取 得 し た 後 は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー
ム で 撮 影 せ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 取 得
し た 走 査 面 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で 行 う た め 、 相 関 値 の 演 算 を 常 時 行 わ な い で 済 み 、
処 理 が 簡 単 に な る 。 ま た 、 Ｎ 回 取 得 し た 時 間 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 を 用 い る た め 、 信
頼 性 を 向 上 で き る 。
な お 、 閾 値 を 変 更 す る こ と に よ り 、 走 査 面 間 隔 （ す な わ ち 、 走 査 面 に 直 交 す る 方 向 の ３ 次
元 デ ー タ 密 度 ） を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段
は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、
前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 画 像 を 撮 影 す る こ と を Ｍ 回 行 っ た 後 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム
で 撮 影 し て 相 関 値 の 演 算 を 行 う 処 理 に 戻 る た め 、 ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む 途 中 で 時 間 間 隔
を 適 正 に 補 正 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ ０ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を
走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 定 速 で 移 動 す る 超 音 波 探 触 子 移 動 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 走 査 面 と 直 交 す る 方 向 に 自 動 的 に 超 音 波 探
触 子 を 移 動 さ せ る こ と が 出 来 る 。 こ れ に よ り 、 被 検 体 や 撮 影 部 位 が 違 っ て も 、 超 音 波 探 触
子 の 移 動 速 度 を 一 定 に し た ま ま で 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を
取 り 込 む こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 １ １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 ２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 ２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探
触 子 を 駆 動 し て 被 検 体 内 を 面 的 に 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 し 次 い で 前 回 の 走 査 面 か ら 所 定 間 隔
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離 れ て 隣 接 す る 走 査 面 を 走 査 す る こ と を 次 々 に 繰 り 返 す 送 受 信 手 段 と 、 一 つ の 走 査 面 か ら
得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基 に 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と 、 画 像 と 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す
る 相 関 値 算 出 手 段 と 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る こ と を
初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な る ま で 繰 り 返 す 監 視 走 査 制 御 手 段 と
、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な っ た ら 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を
１ 枚 撮 影 す る と 共 に 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す 撮 影 走 査 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 構 成 に お い て 「 初 回 の 画 像 」 と は 、 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 が 渡 さ れ て 最 初 に 得 た 画
像 で あ る 。 つ ま り 、 撮 影 走 査 制 御 手 段 か ら 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 が 戻 さ れ た 場 合 は 、 そ
の 後 、 最 初 に 得 た 画 像 で あ る 。
上 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 走 査 面 の 間 隔 を や や 近 め に し て 撮 影 を 繰 り
返 す と 、 初 回 の 走 査 面 と の 間 隔 が 近 す ぎ る 間 は 、 画 像 間 の 相 関 値 が 閾 値 よ り 大 き い た め 、
造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。 こ の た め 、 造 影 剤 が 破 壊 さ
れ て し ま う こ と が な い 。 初 回 の 走 査 面 か ら 適 正 な 距 離 ま で 離 れ る と 、 画 像 間 の 相 関 値 が 閾
値 よ り 小 さ く な る た め 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 。 こ れ に
よ り 、 被 検 体 や 撮 影 部 位 が 違 っ て も 、 走 査 面 の 間 隔 を 一 定 に し た ま ま で 、 適 正 な 走 査 面 間
隔 で 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が 出 来 る 。
な お 、 閾 値 を 変 更 す る こ と に よ り 、 走 査 面 間 隔 を 調 整 で き る 。 す な わ ち 、 走 査 面 に 直 交 す
る 方 向 の ３ 次 元 デ ー タ 密 度 を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手
段 で 撮 影 す る 走 査 面 間 隔 を 取 得 す る 撮 影 走 査 面 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影
走 査 制 御 手 段 は 、 走 査 面 間 隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず
、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 で
行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 時 間 間 隔 を １ 回 取 得 し た 後 は 、 造 影 剤 を 破
壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 撮 影 せ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波
ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 取 得 し た 走 査 面 間 隔 で 行 う た め 、 相 関 値 の 演 算 を 常 時 行 わ
な い で 済 み 、 処 理 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手
段 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー
ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手
段 に 制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー
ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を Ｍ 回 行 っ た 後 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー
ム で 撮 影 し て 相 関 値 の 演 算 を 行 う 処 理 に 戻 る た め 、 ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む 途 中 で 時 間 間
隔 を 適 正 に 補 正 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手
段 で 撮 影 す る 走 査 面 間 隔 を 取 得 す る 撮 影 走 査 面 間 隔 取 得 手 段 を 具 備 す る と 共 に 、 前 記 撮 影
走 査 制 御 手 段 は 、 走 査 面 間 隔 を Ｎ （ ≧ ２ ） 回 取 得 し た 後 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御
を 戻 さ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査
面 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 時 間 間 隔 を Ｎ 回 取 得 し た 後 は 、 造 影 剤 を 破
壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー ム で 撮 影 せ ず 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波
ビ ー ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 取 得 し た 時 間 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で 行 う た め 、 相 関
値 の 演 算 を 常 時 行 わ な い で 済 み 、 処 理 が 簡 単 に な る 。 ま た 、 Ｎ 回 取 得 し た 時 間 間 隔 の 平 均
値 ま た は 最 大 値 を 用 い る た め 、 信 頼 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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第 １ ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手
段 は 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 さ ず に 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー
ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を 前 記 走 査 面 間 隔 の 平 均 値 ま た は 最 大 値 で Ｍ （ ≧ １ ） 回 行 っ た 後
、 前 記 監 視 走 査 制 御 手 段 に 制 御 を 戻 す こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 超 音 波 ビ ー
ム で 画 像 を 撮 影 す る こ と を Ｍ 回 行 っ た 後 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 超 音 波 ビ ー
ム で 撮 影 し て 相 関 値 の 演 算 を 行 う 処 理 に 戻 る た め 、 ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む 途 中 で 時 間 間
隔 を 適 正 に 補 正 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手
段 お よ び 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は 、 Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装
置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で Ｂ モ ー ド の 造 影 剤 増 強
画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 監 視 走 査 制 御 手
段 は Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 前 記 撮 影 走 査 制 御 手 段 は Ｃ Ｆ Ｍ （ Ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 Ｆ ｌ ｏ ｗ 　 Ｍ
ａ ｐ ｐ ｉ ｎ ｇ ） ， Ｐ Ｄ Ｉ （ Ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 Ｄ ｏ ｐ ｐ ｌ ａ ｒ 　 Ｉ ｍ ａ ｇ ｉ ｎ ｇ ） ， ハ ー モ ニ ッ
ク ・ イ メ ー ジ ン グ ま た は 造 影 剤 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 走 査 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で Ｃ Ｆ Ｍ ， Ｐ Ｄ Ｉ ， 位 相
反 転 等 の ハ ー モ ニ ッ ク ・ イ メ ー ジ ン グ ま た は 造 影 剤 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ る 造 影 剤 増 強
画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 に 示 す 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ
り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
－ 第 １ の 実 施 形 態 －
図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ と 、 超 音 波 探 触 子 １ を 駆 動 し て 被 検 体 内 を
面 的 に 超 音 波 ビ ー ム で 走 査 す る 送 受 信 部 ２ と 、 一 つ の 走 査 面 か ら 得 ら れ た 受 信 デ ー タ を 基
に 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 部 ３ と 、 画 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 部 ４ と 、 画 像 や ３ 次 元 デ ー タ
を 記 憶 す る デ ー タ 記 憶 部 ５ と 、 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 ６ と 、 操 作 者 が 閾 値 を 設 定 し
た り 指 示 を 与 え る た め の 入 力 部 ７ と を 具 備 し て い る 。
制 御 部 ６ は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 低 Ｍ Ｉ （ Ｍ ｅ ｃ ｈ ａ ｎ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｉ ｎ ｄ
ｅ ｘ ） 値 で 走 査 す る こ と を 受 け 持 つ 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ と 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う
程 度 の 高 Ｍ Ｉ 値 で 走 査 す る こ と を 受 け 持 つ 高 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｈ と 、 画 像 と 画 像 の 相 関
値 を 算 出 す る 相 関 値 算 出 部 ６ Ｃ と を 含 ん で い る 。
な お 、 Ｍ Ｉ 値 と は 、 音 軸 上 の 最 大 ピ ー ク 負 音 圧 を 基 準 音 圧 １ Ｍ ｐ ａ で 正 規 化 し た 値 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込 み 処 理 の 第 １ 例 を 示
す フ ロ ー 図 で あ る 。
操 作 者 は 、 被 検 体 に 造 影 剤 を 注 入 し 、 超 音 波 探 触 子 １ を 被 検 体 に 当 て 、 造 影 剤 増 強 ３ 次 元
デ ー タ 取 り 込 み 処 理 を 起 動 し た 後 、 超 音 波 探 触 子 １ を そ の 走 査 面 （ ｘ ｙ 面 ） と 直 交 す る 方
向 （ ｚ 方 向 ） へ ゆ っ く り と 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま わ な い 程 度 の 低 Ｍ
Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 画 像 生 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は
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Ｂ モ ー ド 画 像 を 初 回 の 画 像 と し て 記 憶 す る 。
図 ３ に 、 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 、 所 定 時 間 待 っ た 後 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し
ま わ な い 程 度 の 低 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 画 像 生 成 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 生 成
し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 今 回 の 画 像 と し て 記 憶 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 相 関 演 算 部 ６ Ｃ は 、 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な い な ら ス テ ッ
プ Ｓ ２ に 戻 り 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ か っ た ら ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 進 む 。 図 ４ の （ ａ ） に 示 す
よ う に 、 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 と 今 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ ２ の 位
置 と が 近 接 し て い る と 、 相 関 値 は 閾 値 よ り 小 さ く な ら な い の で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 戻 る 。
図 ４ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 と 今 回 の 画 像 に 対 応
す る 走 査 面 ｐ ｉ の 位 置 と が 適 正 に 離 れ る と 、 相 関 値 は 閾 値 よ り 小 さ く な る の で 、 ス テ ッ プ
Ｓ ５ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 高 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｈ は 、 造 影 剤 を 破 壊 し て し ま う 程 度 の 高 Ｍ Ｉ 値
で Ｂ モ ー ド ま た は Ｃ Ｆ Ｍ ま た は Ｐ Ｄ Ｉ の 走 査 を 行 い 、 画 像 生 成 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た
は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画
像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ の 基 に な る デ ー タ と し て 記 憶 す る 。
図 ５ に 、 高 Ｍ Ｉ 値 で 走 査 す る 走 査 面 Ｐ １ の 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 制 御 部 ６ は 、 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が な け れ ば 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制
御 部 ６ Ｌ に よ る 次 の 走 査 で 生 成 さ れ る 画 像 を 今 回 の 画 像 と し て 記 憶 す る よ う に デ ー タ 記 憶
部 ５ に 通 知 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が あ れ ば 、 処 理 を 終 了 す る
。
図 ６ に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 っ た 後 の 新 た な 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 を 示 す
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 の 結 果 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 超 音 波 探 触 子 １ の 移 動 速 度 が 違 っ た り 、 被 検 体 や 撮 影 部
位 が 違 っ て も 、 適 正 な 間 隔 の 走 査 面 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， … で 、 高 Ｍ Ｉ 値 の 走 査 が 行 わ れ る
こ と に な る 。
従 っ て 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は 、 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ Ｔ Ｄ を 好 適 に 取
り 込 む こ と が 出 来 る 。
な お 、 閾 値 を 変 更 す る こ と に よ り 、 走 査 面 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， Ｐ ３ ， … の 間 隔 （ す な わ ち 、 走 査
面 に 直 交 す る 方 向 の 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ Ｔ Ｄ の 密 度 ） を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
－ 第 ２ の 実 施 形 態 －
図 ９ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込 み 処 理 の 第 ２ 例 を 示
す フ ロ ー 図 で あ る 。
こ の 処 理 で 用 い る 繰 返 し 回 数 ｎ （ ≧ １ ） は 、 操 作 者 に よ り 予 め 設 定 さ れ て い る 。
ス テ ッ プ Ｓ ０ で は 、 制 御 部 ６ は 、 繰 返 し カ ウ ン タ ｋ ＝ ０ に 初 期 化 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ ５ は 、 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た 通 り で あ る 。
ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 制 御 部 ６ は 、 ｋ ≧ ｎ ＋ １ で な い な ら ス テ ッ プ Ｓ ７ へ 進 み 、 ｋ ≧ ｎ ＋ １
な ら ス テ ッ プ Ｓ ８ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 制 御 部 ６ は 、 繰 返 し カ ウ ン タ ｋ を イ ン ク リ メ ン ト す る 。 そ し て 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 制 御 部 ６ は 、 高 Ｍ Ｉ 値 で 画 像 を 撮 影 し た 時 間 間 隔 の 平 均 値 （ ま た は 最
大 値 ） を 得 る 。 な お 、 ｎ ＝ １ を 設 定 し た 場 合 は 、 時 間 間 隔 が １ 回 し か 得 ら れ な い た め 、 そ

10

20

30

40

50

(10) JP 2004-159722 A 2004.6.10



の 時 間 間 隔 が 平 均 値 （ お よ び 最 大 値 ） に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ で 得 た 時 間 間 隔 の 平 均 値 （ ま た は 最 大 値 ） 毎 に 、 高 Ｍ
Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｈ は 高 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド ま た は Ｃ Ｆ Ｍ ま た は Ｐ Ｄ Ｉ の 走 査 を 行 い 、 画 像
生 成 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５
は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ の 基 に な る
デ ー タ と し て 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 制 御 部 ６ は 、 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が な け れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０
に 戻 る 。 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が あ れ ば 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 の 結 果 、 超 音 波 探 触 子 １ の 移 動 速 度 が 違 っ た り 、 被 検 体 や 撮 影 部 位 が 違 っ て も 、 適 正
な 走 査 面 間 隔 で 高 Ｍ Ｉ 値 の 走 査 が 行 わ れ る た め 、 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ を 好 適 に 取 り 込
む こ と が 出 来 る 。 そ し て 、 相 関 演 算 を 最 初 の ｎ 回 し か 行 わ な い た め 、 処 理 負 担 が 軽 減 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
－ 第 ３ の 実 施 形 態 －
図 １ ０ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込 み 処 理 の 第 ３ 例 を
示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
こ の 処 理 で 用 い る 繰 返 し 回 数 ｎ （ ≧ １ ） お よ び Ｍ （ ≧ １ ） は 、 操 作 者 に よ り 予 め 設 定 さ れ
て い る 。
ス テ ッ プ Ｓ ０ ～ ス テ ッ プ Ｓ ８ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た 通 り で あ る 。
ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 制 御 部 ６ は 、 繰 返 し カ ウ ン タ ｑ ＝ １ に 初 期 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ で 得 た 時 間 間 隔 の 平 均 値 （ ま た は 最 大 値 ） 毎 に 、 高 Ｍ
Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｈ は 高 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド ま た は Ｃ Ｆ Ｍ ま た は Ｐ Ｄ Ｉ の 走 査 を 行 い 、 画 像
生 成 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５
は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ の 基 に な る
デ ー タ と し て 記 憶 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 制 御 部 ６ は 、 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が な け れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２
へ 進 む 。 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が あ れ ば 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 制 御 部 ６ は 、 ｑ ≧ Ｍ で な い な ら ス テ ッ プ Ｓ １ ３ へ 進 み 、 ｑ ≧ Ｍ な ら
ス テ ッ プ Ｓ ０ に 戻 る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で は 、 制 御 部 ６ は 、 繰 返 し カ ウ ン タ ｑ を イ ン ク リ メ ン ト す る 。 そ し て 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ０ に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 の 結 果 、 超 音 波 探 触 子 １ の 移 動 速 度 が 違 っ た り 、 被 検 体 や 撮 影 部 位 が 違 っ て も 、 適 正
な 走 査 面 間 隔 で 高 Ｍ Ｉ 値 の 走 査 が 行 わ れ る た め 、 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ を 好 適 に 取 り 込
む こ と が 出 来 る 。 そ し て 、 高 Ｍ Ｉ 値 で Ｍ 回 走 査 す る 間 は 相 関 演 算 を 行 わ な い た め 、 処 理 負
担 が 軽 減 さ れ る 。 ま た 、 高 Ｍ Ｉ 値 で Ｍ 回 走 査 し た 後 、 低 Ｍ Ｉ 値 で 撮 影 し て 相 関 値 の 演 算 を
行 う 処 理 に 戻 る た め 、 ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む 途 中 で 時 間 間 隔 を 適 正 に 補 正 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
－ 第 ４ の 実 施 形 態 －
図 １ １ は 、 第 ４ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
こ の 超 音 波 診 断 装 置 ４ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ に 位 置 セ ン サ ８ を 備 え て い る 以 外 は 、 第 １
の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ と 基 本 的 に 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 ４ ０ ０ に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込 み 処 理 を 示 す フ ロ
ー 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(11) JP 2004-159722 A 2004.6.10



ス テ ッ プ Ｓ ０ で は 、 制 御 部 ６ は 、 繰 返 し カ ウ ン タ ｋ ＝ ０ に 初 期 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 、 低 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 画 像
生 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 初 回 の 画 像 と し て 記
憶 す る 。
図 ３ に 、 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ’ で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 前 回 の 走 査 面 か ら 所 定 間 隔 離 れ た こ と を
位 置 セ ン サ ８ で 検 出 す る ま で 待 っ て か ら 低 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 画 像 生 成 成 部
３ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 今 回 の 画 像 と し て 記 憶 す る
。
ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 相 関 演 算 部 ６ Ｃ は 、 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な い な ら ス テ ッ
プ Ｓ ２ ’ に 戻 り 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ か っ た ら ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 高 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｈ は 高 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド ま た は Ｃ Ｆ Ｍ ま た は Ｐ
Ｄ Ｉ の 走 査 を 行 い 、 画 像 生 成 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を
生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 造 影 剤 増 強
３ 次 元 デ ー タ の 基 に な る デ ー タ と し て 記 憶 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 制 御 部 ６ は 、 ｋ ≧ ｎ ＋ １ で な い な ら ス テ ッ プ Ｓ ７ へ 進 み 、 ｋ ≧ ｎ ＋ １
な ら ス テ ッ プ Ｓ ８ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 制 御 部 ６ は 、 繰 返 し カ ウ ン タ ｋ を イ ン ク リ メ ン ト す る 。 そ し て 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ ８ ’ で は 、 制 御 部 ６ は 、 高 Ｍ Ｉ 値 で 画 像 を 撮 影 し た 走 査 面 間 隔 の 平 均 値 （ ま た
は 最 大 値 ） を 得 る 。 な お 、 ｎ ＝ １ を 設 定 し た 場 合 は 、 走 査 面 間 隔 が １ 回 し か 得 ら れ な い た
め 、 そ の 走 査 面 間 隔 が 平 均 値 （ お よ び 最 大 値 ） に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 制 御 部 ６ は 、 繰 返 し カ ウ ン タ ｑ ＝ １ に 初 期 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ’ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ’ で 得 た 時 間 間 隔 の 平 均 値 （ ま た は 最 大 値 ） 毎 に 、
高 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｈ は 高 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド ま た は Ｃ Ｆ Ｍ ま た は Ｐ Ｄ Ｉ の 走 査 を 行 い 、
画 像 生 成 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 生 成 し 、 デ ー タ 記 憶
部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ の 基 に
な る デ ー タ と し て 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 制 御 部 ６ は 、 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が な け れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２
へ 進 む 。 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が あ れ ば 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 制 御 部 ６ は 、 ｑ ≧ Ｍ で な い な ら ス テ ッ プ Ｓ １ ３ へ 進 み 、 ｑ ≧ Ｍ な ら
ス テ ッ プ Ｓ ０ に 戻 る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で は 、 制 御 部 ６ は 、 繰 返 し カ ウ ン タ ｑ を イ ン ク リ メ ン ト す る 。 そ し て 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ０ ’ に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
上 記 の 結 果 、 超 音 波 探 触 子 １ の 移 動 速 度 が 違 っ た り 、 被 検 体 や 撮 影 部 位 が 違 っ て も 、 適 正
な 走 査 面 間 隔 で 高 Ｍ Ｉ 値 の 走 査 が 行 わ れ る た め 、 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ を 好 適 に 取 り 込
む こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 図 １ ２ は 、 図 １ ０ に 対 応 す る が 、 こ れ を 図 ２ や 図 ９ に 対 応 す る よ う に 容 易 に 変 形 で
き る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
－ 第 ５ の 実 施 形 態 －
図 １ ３ は 、 第 ５ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
こ の 超 音 波 診 断 装 置 ５ ０ ０ は 、 ２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探 触 子 １ ０ を 備 え る と 共 に 、 走 査 面 に
直 交 す る 方 向 に 電 子 的 に 走 査 面 を 煽 る こ と で 走 査 面 の 位 置 を 変 え る こ と が 出 来 る 制 御 部 ６
’ を 備 え る 以 外 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ と 基 本 的 に 同 じ で あ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ ４ は 、 超 音 波 診 断 装 置 ５ ０ ０ に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込 み 処 理 を 示 す フ ロ
ー 図 で あ る 。
操 作 者 は 、 被 検 体 に 造 影 剤 を 注 入 し 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ を 被 検 体 に 当 て 、 造 影 剤 増 強 ３ 次
元 デ ー タ 取 り 込 み 処 理 を 起 動 し た 後 、 超 音 波 探 触 子 １ ０ の 走 査 面 （ ｘ ｙ 面 ） を 直 交 方 向 （
ｚ 方 向 ） へ 所 定 角 度 間 隔 ず つ 電 子 的 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 低 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 画 像 生
成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 初 回 の 画 像 と し て 記 憶
す る 。
図 １ ５ に 、 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ” で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 前 回 の 走 査 面 か ら 所 定 間 隔 離 れ た 走 査 面
に 変 え て 低 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド の 走 査 を 行 い 、 画 像 生 成 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 生 成 し 、 デ
ー タ 記 憶 部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 を 今 回 の 画 像 と し て 記 憶 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 相 関 演 算
部 ６ Ｃ は 、 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 の 相 関 値 を 算 出 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｌ は 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ く な い な ら ス テ ッ
プ Ｓ ２ ” に 戻 り 、 相 関 値 が 閾 値 よ り 小 さ か っ た ら ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 進 む 。
図 １ ６ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 と 今 回 の 画 像 に 対
応 す る 走 査 面 ｐ ２ の 位 置 と が 近 接 し て い る と 、 相 関 値 は 閾 値 よ り 小 さ く な ら な い の で 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ ” に 戻 る 。
図 １ ６ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 と 今 回 の 画 像 に 対
応 す る 走 査 面 ｐ ｉ の 位 置 と が 適 正 に 離 れ る と 、 相 関 値 は 閾 値 よ り 小 さ く な る の で 、 ス テ ッ
プ Ｓ ５ へ 進 む 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 高 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部 ６ Ｈ は 高 Ｍ Ｉ 値 で Ｂ モ ー ド ま た は Ｃ Ｆ Ｍ ま た は Ｐ
Ｄ Ｉ の 走 査 を 行 い 、 画 像 生 成 成 部 ３ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を
生 成 し 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は Ｂ モ ー ド 画 像 ま た は Ｃ Ｆ Ｍ 画 像 ま た は Ｐ Ｄ Ｉ 画 像 を 造 影 剤 増 強
３ 次 元 デ ー タ の 基 に な る デ ー タ と し て 記 憶 す る 。
図 １ ７ に 、 高 Ｍ Ｉ 値 で 走 査 す る 走 査 面 Ｐ １ の 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 制 御 部 ６ は 、 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が な け れ ば 、 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制
御 部 ６ Ｌ に よ る 次 の 走 査 で 生 成 さ れ る 画 像 を 今 回 の 画 像 と し て 記 憶 す る よ う に デ ー タ 記 憶
部 ５ に 通 知 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。 取 り 込 み を 終 了 す る 指 示 が あ れ ば 、 処 理 を 終 了 す る
。
図 １ ８ に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 っ た 後 の 新 た な 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 ｐ １ の 位 置 を 示
す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
上 記 の 結 果 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 被 検 体 や 撮 影 部 位 が 違 っ て も 、 適 正 な 間 隔 の 走 査 面 Ｐ
１ ， Ｐ ２ ， … で 、 高 Ｍ Ｉ 値 の 走 査 が 行 わ れ る こ と に な る 。
従 っ て 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 デ ー タ 記 憶 部 ５ は 、 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ Ｔ Ｄ を 好 適 に
取 り 込 む こ と が 出 来 る 。
な お 、 閾 値 を 変 更 す る こ と に よ り 、 走 査 面 Ｐ １ ， Ｐ ２ ， … の 間 隔 （ す な わ ち 、 走 査 面 に 直
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交 す る 方 向 の 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ Ｔ Ｄ の 密 度 ） を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
な お 、 図 １ ４ は 、 図 ２ に 対 応 す る が 、 こ れ を 図 ９ や 図 １ ０ ま た は 図 １ ２ に 対 応 す る よ う に
容 易 に 変 形 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
－ 他 の 実 施 形 態 －
第 １ ～ 第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 走 査 面 に 直 交 す る 方 向 に 操 作 者 が 超 音 波 探 触 子 １ を 移 動 さ せ
る 場 合 を 想 定 し た が 、 定 速 で 機 械 的 に 超 音 波 探 触 子 １ を 移 動 す る 超 音 波 探 触 子 移 動 手 段 を
用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 の 移 動 速 度 が 違 っ た り 、 被 検 体 や 撮 影 部
位 が 違 っ て も 、 適 正 な 走 査 面 間 隔 で 造 影 剤 増 強 画 像 の ３ 次 元 デ ー タ を 取 り 込 む こ と が 出 来
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込 み
処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 の 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 の 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 高 Ｍ Ｉ 値 で 走 査 す る 走 査 面 の 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 新 た な 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 の 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 高 Ｍ Ｉ 値 で 走 査 す る 走 査 面 の 間 隔 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込 み
処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込
み 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込
み 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ５ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 ５ の 実 施 形 態 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ 取 り 込
み 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 の 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 初 回 の 画 像 と 今 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 の 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 高 Ｍ Ｉ 値 で 走 査 す る 走 査 面 の 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 新 た な 初 回 の 画 像 に 対 応 す る 走 査 面 の 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 高 Ｍ Ｉ 値 で 走 査 す る 走 査 面 の 間 隔 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 造 影 剤 増 強 ３ 次 元 デ ー タ を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
２ 　 　 　 　 　 送 受 信 部
３ 　 　 　 　 　 画 像 生 成 部
５ 　 　 　 　 　 デ ー タ 記 憶 部
６ 　 　 　 　 　 制 御 部
６ Ｃ 　 　 　 　 相 関 値 算 出 部
６ Ｌ 　 　 　 　 低 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部
６ Ｈ 　 　 　 　 高 Ｍ Ｉ 値 走 査 制 御 部
７ 　 　 　 　 　 入 力 部
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８ 　 　 　 　 　 位 置 セ ン サ
１ ０ 　 　 　 　 ２ 次 元 ア レ イ 超 音 波 探 触 子
１ ０ ０ 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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